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乾漆
伎楽
面
の製
作技法
に
つい
て
｜｜実験的
考 察｜｜山崎
隆之
東京国立
博物館
に収
蔵さ
れる法
隆寺
献納宝物
中に
三面の乾
漆
伎楽
面がある。
（以
下法隆寺
面と
略記）
いず
れも構造
の主
体とな
る布
層が極
端に薄
く、うち
二面
には頭
項に
切断
痕があると
いう
点で他の乾
漆伎楽面
に比
べて
際
立っ
た特
徴を
示す。
中里
寿克氏
はこ
の 特
異性を製
作
法に起因
するも
の
と考え、
一般
の
乾漆彫刻
法と
は
逆の
い
わゆ
る凹
型方式説を
提示した。
（註1）
こ
れに対
し
西川
新次氏
は乾
漆彫刻と
閉じ方式
によると
の立
場か
ら中里
説を
排し、
その
具
体的な製
作工程
を明
らか
にした。
（註
2）
今のとこ
ろ西川
説に対
する反論はなく、
こ
れが
定説化
して
い
るようだ
が、
技法
の問
題は
理論面
だけで
なく
技術的側
面か
らの
t� 
4島
検証も必
要と
思われる。
幸い
法隆寺面
につい
て実
見する機
会に
恵まれ両説
の
根拠と
なる痕跡
も観察
できた
ので
、
改め
てこの
問
題に
つい
て考
察し
てみ
たい
。
その
方法
として
はま
ず両説
の主張
どおりに
製
作実験を行な
い、
次に両
説
の
内容を検討し
てその当
否を判定す
る。
ハ門布層
の構
成
法隆
寺面は力士
（二三四
号）
、
酔胡従
（二三五号
、
口絵2）
婆
羅門
（二三六号
口絵1）
の三
面で
ある。
（以
下各
面を番号
によ
って
記す）
まず各面
の構
造を
『法隆寺
献納宝物
伎楽面』
（註3、
以下
『伎楽
面』
と略
記）
の解
説によ
っ
て略
述し
て
おく。
三面
とも
使用さ
れる布
の細
組の
点で
やや違
いは
ある
もの
の、
布層
の構
成は基
本
的に同
じでほ
f
三層からなる。
表層
の布
（解
－ （－） 一
説では
原型
に貼り
重ねられた
二層
目の布
と記
す）
は布目が細か
く薄手
で、
こ
れが
全面に及ぶ
かど
うか
は確
認で
き
ない
。
（註
4）
中層
の布
（解説
では
原型に直
接貼られた
一層
目の布
また
は着せ
布と
記す）
は構
造
の主
体となるも
の
で布目は粗
く
厚み
がある。
最下
層の布
（解説
では化
粧布と
記す）
は中層
布の補
強のために
内面に
貼られた裏
打布で布目
は中
層布と
ほぼ
同じ
である。
（以下
各布を表布、
地布、
裏打布と
いう
）
各布
の
大きさは表布は小さ
く、
裏打布
は大きく
一枚
または二枚
からなるが、
地布の大
きさ
はわから
な
い。
おそ
らく各
部の形
に沿
うよ
うに
適宜裁断
されて
乾漆伎楽面の製作技法 に つ い て
s・・
236号頭頂部235号前額部2 
使わ
れた
の
であろう
。
布層
の表面に普通は木
尿を盛
って
成形
す
るが
、法隆寺面
では極
く
一部を除
いて
は見
られず、
直接下地
（漆
地粉）
が付けら
れて
いる
。
下地を
ふくむ布
層の厚
みは二1
三ミ
リ程度で、
商の内
側に
は表面と同じよう
な形が細
部ま
で表
わさ
れて
いる
。
三面の
うち
二
三五号
、
二
三六号は
後頭部ま
で造り出
されてお
り、
そ
の頭
項
部の地
布が額の上
あたり
まで
縦に
切られ
ている
。
（写
真
1）
この
切
れめ
は裏
打布
によ
っ
て貼
り合わ
され
てい
るが、
糸で縫われた形
跡はな
い。
各面と
も裏打布
の
周縁部を
少し大き
目に切り
揃え、
表側に折り返
してその中
側
に細い藤
蔓を巻き込
んでいる
。
（二三四
号で
は藤
蔓
そのものは
残っ
てい
ない
）以
上が
三而に共
通
の構
造であるが
、
二三
五号は
地布と表布
の額
のあた
りを水
平に切
り取
って
約二
セン
チ
幅の薄
板を曲
げたも
のを
埋め
込ん
でいる
。
（写
真2
註5）
同製作法
の推 定
乾漆伎
楽商は
正倉院
のほ
か東
大寺
などにも
あるが、
すべ
て
布
層が厚
い点で
共通
している
。
たと
、 えば東
大寺
の伎
楽面断片
の布
層は主体部が
三i
五層からなり
、
さらに裏
打布を
貼
ってい
るの
で布
層
は四1五
ミリ
に達する。
布の表
面には
全面に厚
く木尿を
盛っ
て細
部を造形
し、
部分
的に桐の木
片を
埋め込
む個
所もあ
る
ので
、
商裳
の形
は表商
とは違
い単
純で
ある。
裏打布
の欠
損した
、
。、
咽ー
部分
では布
層の
裏面に塑
土
が附
着
して
いて
、
塑土原型
の上に布
貼りした事がうか
がえる
。
（註
6）
乾漆仏
像の
場合まず塑土
で原型を造り、
その上
に麻布
を貼り
重ね
てから
中の原
型を除去
し、
布層
の表
面に木
尿、
下地を付け
て完
成さ
せる
。
興福
寺五
部浄像
の内
部の
裏打布欠損
部に
は原型
の塑
土が
附
着し
ており
、
この
点から
も東
大寺伎楽面
等が同
様の
製作
法で
ある
こと
は明らか
である。
一方
、
法隆寺面は
東大寺断片な
どと
は様子
が異
なり
、
中里氏
はそこ
に製
作技
法の違いを
感じた訳である
。そ
して
凹型法と
い
うユ
ニ
クー
な試
案を
提示し
た。
（註
7、
以下
雌型方式と
いう ）中
里説
の要
点は次
の
ようなも
ので
ある。
中里
氏はまず
法隆寺面
の布
層の薄
さに
注目
する。
中
里氏
の観
察では布
層は
裏打布を
除けば基
本
的に
は布
地一
層だ
けで
ある。
（註8）
こ
の薄
さは
構造
的には不
安だ
が逆に
柔軟性、
融通性が
あり、
原型
から布
を引き剥がす
時に
は有利
である。
また、
頭項
の切
れめ
は雄型
に布
を貼り
重ねる方
式のもの
で
は必ず
しも必要
では
な
い
（面
の底
部から土を
欠き取る
ことが
できる）
との
判断
之
から
、
原型を雌型
（凹型）
に写し、
その
内面に布
を貼
り込ん
で
行くと
い
う方式を想
定した。
その
傍
証と
して法
隆寺
面に見られ
るいくつか
の構
造的特徴ま
たは欠
陥を指
摘す
る。
たとえば法
隆
寺面は
ほとん
ど木
原を用
いな
いが
、
耳の先
端等
の突
出部
にわず
かに
見
られる
。
こ
れは雌型に布
を貼り込む
前に型が細かくて布
隆崎山
． －．
＠ 
が入りにく
い個
所にあら
かじ
め木
尿を埋
めて
布を
貼り
やすく
し
たため
であ
ろうと考
え
る。
また、
頬など
のふ
くらんだ部分
の布
層間に隙
聞がある
のは
二枚
目の布
（地布にあた
る内
側の布
）が
縮ん
だ結
果
生じたも
の
と見
る。
（雄型方式
の場
合は造
作の凹
部に
生じる現
象）
ただ、
以上
の事
柄
だけでは不
十分であり
、
雌型方
式を
示す直接的証拠もな
いこ
とから
、
雌型
方式
の
有利性、
必要
性を説
くこと
で自説
の
補強をは
かる
。
雌型を
造るに
はま
ず塑造
の原
型を造り、
それを型取りしな
け
ればなら
ないので
一工程
余分
になる
。
それ
でも敢
えてこ
の
方式
を採用する
のはそ
れが複
数製
作に適
し
ている
から
だと
考え
る。
酔胡従
のよ
うに複数
の面
が必要
な
もの
では同
一原
型を
用いて
次々
に製
作す
る
のが
合理的だと
いう
訳で
ある。
そ
の場
合既製
の木
彫
面から型取り
すれば原型
製
作の二重
の手
聞を省
くことがで
きる
し、
型を修正すれ
ば多
少ニ
ュア
ンス
の違
う面を
造る
こ
とも可
能
だと
する。
（註9）
ただし、
結論
としては
「施
工
的に
は凸型でも
司
凹型法
で
も製作可能
である」
とい
うよう
に雄
型
方式を否定する
ので
なく、
雌型
方式もあり
得ると
の消
極的主
張に
とど
まってい
るこれに対
し
「伎楽面」
中の
「乾漆製面」
解説
（西
川新次）
は
寸い
ずれも塑造原型をもと
に、
麻布
を二
回にわた
って
麦漆
で布
着せ
して型
を起したも
ので
、
裏面
に
は化
粧布貼り
を施し、
表層
には
漆地粉
を薄
く塗布し
て
地固め
と整形
を行な
い
、彩
色を施し
乾漆伎楽面の製作技法に つ い て
て仕上げら
れて
いる
。」と
いう
よう
に明
確
に雄
型原型説を主張す
る。
そして、
原型が塑
造の雄
型であ
った
こと
の直
接的証拠と
し
て二
三四
号の
地布裏面
に残
存
する塑
土を一
不す
。こ
の
土は
灰
白色
ふるいっち
の簡
土で
、原型
の土
である
ことは間
違いない
と思
われる
。（ただ
し、
塑土
は
他の二面
では
確認さ
れて
いな
い）
解説は
さら
に各面の
具体的な製作工
程に及ぶ。
麻布は細か
い
木粉混
じ
りの麦
漆で貼り
重ねられ
その
責
褐色
の漆
が布に浸み
込ん
でいる
。
とくに
二三
五号では
一部に責
褐色
の漆
膜が残
って
いる
。
（た
だし
、
二三
四号
の布
貼りは単に麦漆によると
のみ
記さ
れ、
貰褐色と
は
云ってい
ない）
原型
上に
麻布が貼
られ
た後、
面
周囲
の
余分な布を
切除し、
二三四
号のよ
うに面
奥の浅
いものは
そのま
ま原
型から取り
外す。
面
奥の深
いものは
「後頭
部か白眉
間上際
までの
正中
を鋭利
な刃
物で
切り
、
鉢を少し
聞きな
がら取
り外さ
れた
らし
い。」その切
り口
は縫
合さ
れるこ
とな
く、
面の内
側に
裏打布を貼
って
固
定さ
れる
。
中里
氏は頭
項部
をカ
ット
する
こと
を異例
の処
置と見た
のだが、
西川氏は
乾漆仏像
の背
面に窓
を聞け
て内
部の土
を
取り除く切開
法を応
用
したにす
ぎな
い
と冷静に受け止め
ている
。
しかし
、
カ
ット
した布
端を
聞きな
がら離
型する方法は
乾漆仏像
で
は未確認
である。
（註叩）
この
よ
うな手
法が実際
に可
能な
ので
あろうか
。
次に
この
点
も含め
て
雄型方式、
雌型方式
によ
る製
作実験を行な
い各
説の
正当性
を検証
してみた
い。
ゐ
官
同実
験と
その考
察
〈雌型方式V
（写
真3
15
）
①塑土
原型
を型取りし石
膏の
雌型を作
る。
（離型剤と
して
表面に
水と小量
の糊で溶
い
た砥粉
汁を塗
った
）
②雌
型内
に麻布
片を糊漆
（生漆に
小麦
粉糊を混
ぜたもの）
で
貼
り付ける。
③頭項
部の布
をカ
ット
する。
その切
れ目
を中心
に後
頭部
の布の
両端部を内側
に巻
き込
むよ
うに
して耳
まで
外し、
商部
の布
を
手前
に引
っ張っ
て剥がす
。
④布
製マ
スクの
内
側に
裏打布を貼
って
切れめ
を接
合し、
全体の
一 回） ー
補強とする。〈雄型方式
（塑
造）V
（写
真6
18
）
①塑
像と同
様
の方
法で塑
造
の
原型を作る。
表面
の土
は離型し易
さを
考慮し
て砂
状の土
を
用いた
。
②原
型に
麻布片を糊漆
で貼る。
③頭項
部の布
をカ
ット
する。
その切
れめ
を中心
に後
頭
部の布の
両端を外側
に巻
き上
げるよ
うにして耳
まで
外し、
面部
の布
を
前方
に引
き剥
がす
。
（裏返
すよ
うにし
て制がすこ
ともで
きる）
④布
製マスクの
内
側に
裏打布
を貼る。電勤
山 崎 隆 之
』z:i·11品
6 原 型 に布 を貼 る
8 布 製 マ ス ク と 原型
3 原型に布 を貼 り 込 む
4 布製マ ス ク を 引 き 出 す
． 
5 羽山「
乾漆伎楽商の 製作技法 に つ い て
実験
の結
果
どちら
の方
式で
も製作は
可能
であ
った
。
布貼
りに
つい
ては雌型の方に
やや貼り
にくさ
があるが、
離型は両
方式と
も想
像以上
に容
易
であ
った
。
しかし
方
式の違い
が外
観の
上で明
らかな
差異を
示す。
雌型
方式
では布
製
マス
クの
表
面全面に離
型
用の
砥粉が附
着す
る。
原型
が土型
なら
ば土片が附
着す
るはずで
あるが、
法隆寺面
の表
面
（頭項
部は漆地粉が塗られずに布目が
見え
ている
）
には
徴
量の土
も
観察さ
れ
てい
ない
。
一方
、
二三四
号の
地布
裏に
は塑土片があり
、
この
面
が雄
型方
式によ
ることは
明らか
である。
実験
では布貼りは地布
だけで行
ない表
布は
用いな
か
った
が、
表布が・中里氏
の判
断のよ
うに全面に及
ばな
い
とすれば雌型
方式
説と
しては不
利であろ
う。
雄型
の場
合な
ら地布
貼
り付け後表面
の化
粧のため
必要
個所
だけ
に表
布を
貼る
こと
も
あり
う
るが、
雌
型方式
では
最初に原型
内にまばら
に表
布を
貼る
こと
になり
、
作
業性
の点
でも不
自然
である。
さら
に
雌型方式説
にと
って
の難
関は原型製作で
ある
。
雌型
の
材質は当時
の
技術的
関連
性から
は当
然鋳
型が思
い浮
かぶ。
中里
氏の
想像
のよ
うに既
製の木
彫面か
ら型
取りするとすれば原型に
鋳型土を当
て、
細か
く分割し
て
雌型を取り、
後で
大き
な型に納
めて
一体化
しなければな
らな
い。
この
型を何回か
連続使
用する
とすれば
型を焼成する
など
して
強度を持た
せなけ
ればならな
い
だろ
う。
これは
技術的難度も高く、
作業
日数
もか
かる
。
これ
ら
の点から
考え
て雌型
方式
説は不可
能では
ない
が非現
実的
である
とい
わざ
るを得な
い。
一方
、
雄型方式
は原型
製作
に
おい
ても布貼りに
おいて
も雌型
方式より勝れ、
布の離
型も案外簡単
であ
った
。
布は原型に糊
漆
で接
着
された状
態になるが、
型土
が砂状
なので
漆
の浸
透しな
い
土層からきれ
い
に剥がれ
てくれる。
二三四
号
にはこ
の時の塑
土
片が
地布
裏に
附着し
ており
、
いわ
ば
物証も
揃って
いる
。
両方式
の製
作実験
では
雄型方式
に
有利な結果
が得
られ
た。
しかし
、
雄型方式
に全
く問題
がな
いわ
けでは
な
い。
前述
のよ
うな地布裏
の塑土片が
二三五号
、
二三六号の頭
項をカ
ット
した
面で
は認められな
いと
いうこと
。
頭項を
カ
ット
する
の
は乾漆技
一 同 一
法とし
て不
可
欠のもの
かど
うか
につい
て多
少の疑
問が残る
こと
等である。
前者
に
つい
て
は
「伎楽面」
編集時
の精
査でも
検出さ
れず、
結局二
三四
号の結
果を拡大解釈
する
ことで
雄
型方式説を
展開し
て
いる
のだが
、
こ
の点は後で扱
うこと
とし、
ここ
では後
者に
ついて
考え
ておこう
。
頭項
に切
れめを入れると
いうこ
とは面
の構
造強度
の点
でもそ
の接
合の子
聞の点
に於
ても好まし
いもので
は
ない。布
層が
一i
二
層程
度の薄
さで
は柔軟
性に富む反面
構造的
には
不安定
で変形し
易い。
その
ため
こ
の部分
の接
合は思
いの
ほか難
しく、
実験
でも
完全
な接合は
できなか
った
。
頭項
の切
れめ
によ
っ
て型
外し
は大
変楽
であ
った
が、
事後
処理
に問
題があると
いえ
よう。
雌型方式
、
にして
も
雄型方
式にし
ても
原型を壊しさ
えすれ
ば事
後
処理
の必
要もな
い訳
なので
、
頭項を
カ
ット
する
の
は原型を残
すことが目
的のよ
うに
さえ思える。
換言すれ
ば原型を保
存
するた
めに
製品
の強
度を犠牲
にし、
工程上
の無
駄も容
認したと
いうこと
になろ
、 「ノ。実験
では
雌型は
ほとん
ど損
傷が
なか
った
。
また
雄型も多少
欠
損す
るが
一部修
正し
て再
使用する
ことが
できた。
同様
に
してさ
らに数
回造る
ことは可
能で
ある。
このこ
とか
ら頭
項を
カッ
トす
るの
は中里氏
が示
唆する
よう
に複
数製
作のため
の処
置
と見る
こ
とが
できそ
うで
ある。
たしか
に原型
をいく
つも
作っ
て複
数の面
を造るよりは
一つ
の型
を繰り返し使
う
方が合理
的のよ
うに思
わ
れるが、
作業
能率あ
る
いは
日
数の面で
はど
うで
あろ
うか。
実験
では布貼りに
一日
、糊
漆の乾
燥に
六日か
けた後
離型を行な
った
。
つまり
面一
つにつ
き
一週間
、
八つ
なら八週間
を要
する。
それな
らばむしろ型
を八個用
意し
て同
時
進行
させる
方がはるか
に能
率
的だと
い
えよ
う。
原型
の製
作
は土
の乾
燥込
みで
約二週間か
か
っ
たが
、
同時に
八個作る
のは
困難
ではな
い。
どうやら頭項
をカ
ッ
トし
てで
も
原型
を温存する
ことの
理由
は他に求
めた
方がよさそ
之
うで
あ
る。
隆
中里
氏は雌型
方式説を展開する
中で
「す
でに完
成さ
れた木
彫
面があり
、
それを原型と
して
凹型
を取る場
合」
に言
及し
ている
。
崎山
雌型方式
の非
現実性
に
ついて
は
雌型
作成
の複
雑さ
の面からも明
らか
にされた。
しか
し木
彫面
を型取り
する
の
でなく、
それをそ
のま
ま原型と
して
利
用す
ることは
、
考え
られな
いで
あろ
う
か。
これ
を第三
の
仮説｜木彫雄型方式と
して
実験
してみるの
も
無意
味
では
ないだ
ろ
う。
〈雄型方式
（木
彫）V
（写
真91
H）
①石膏
原型を作る。
表面
の
離型剤と
して砥
粉汁
を塗る。
②麻
布を糊漆
で貼る
。
③頭項
をカ
ット
し、
塑造雄型
の場
合と同
様にし
て布
製
マス
クを
剥がす
。
④布
製マ
スクの
内
側に裏
打布
を貼る。
一 （七） ー
実験
では石
膏型を
用
いたが
、
予備実験
では木
彫人
物像を
利用
して
閉
じ結果が得られた。
こ
の方
式では
原型が既
製
の木
彫
面な
ので
布
層を厚く
すると
不正確
な
造形になる
こと
、
原型を壊
すこ
とがで
き
ない
ので
布製
マス
クの
方を
カ
ット
しなければ離型
でき
ないと
いう
二
つの
絶
対的な条
件がある。
つまりこ
の方
式によ
れ
ば必然
的に二
三五号
、
二三六号のよ
うな状
態になる訳で、
状況
証拠
として
は十分だ
が、
問題
は直
接こ
のこ
とを示
す痕
跡が有る
か否
か
である。
木彫原型
に布
貼り
する
には
必ず
離
型剤
を用
い
なければならな
ぃ。
実験
では
砥粉
汁を使
い、
それ
が地
布の
裏面に黄
色い絵
具の
ように
附着し
た。
二三
五号
、
二三六号には
二三四
号のよ
うな塑
乾漆伎楽面の 製作技法 に つ い て
布 の上部 を カ ッ ト す る9 
日）
こ
の貰
褐色
の麦
漆が
明瞭に
認められる
のは
記さ
れて
いな
いの
で、
これ
らは
両商独
特のもの
であろうか。
（註
二三
五号の左
性を
帯ぴ
て来
る。
ロ）
そう
なれば既製
の
木彫面を原型
に利用し
たと
の仮
説も現実
す外
、
取をクス
一 知
一 同 一
布 製マ ス ク と 原型
10 
11 
土片がな
いと
ともに明らか
に離
型剤と
いえ
るも
のも
ない
。
しか
る。
そうした
中で二三五号の
地布
裏に残
存する貰褐色
の麦
漆は
た
やはり異
質と
いう、
へき
であろ
う。
もし
こ
の物
質が漆
でなく、
し両面
の布
貼り
に用いら
れた
「薄く貰
褐色
の層
をなす」
麦漆
に
とえば
柿渋
など
のよ
うな他
の接
着剤
であると
すれば、
原型に塗
再検討
の余
地があ
りそう
である。
二三四
号の麦
漆は賞褐
色と
は
られた離
型剤が
地布に附
着し
たものと見ること
もでき
よう。
（註
るが、 耳上方
である。
こ
の部
分は裏
打布が破損し
て地
布が露
出し
てい
その
一 部に厚さ0
・五
ミ
リほど
の麦
漆片
が残
って
いる
。
この
麦
漆は
実見に
よれ
ば黄色
っぽ
い鉄
鋳色
で、
一般
に麦
漆
（糊漆）
硫黄
の
よう
な質
感を
示し、
ある
いは
漆でな
い
可能性
もある。
ちょう
ど焦げた
以上
法隆寺乾漆伎
楽面の製
作
法に
つい
て
中里
その結
果、
二三四
号は
西川両氏
の説
を中心
に実験を行
な
い、
検討
を加えた。
は普通
の条
件で
は乾けば黒
褐色
になり
、
明らか
に塑
造の雄
型方式
であり、
二三五号
、
二三六号
も雌型
方
つま
り両面と
も雄型方式
式で
ある必然
性は認められ
なか
った
。
法隆
寺面の
各布は濃
淡
の差はある
もの
の一
様に褐
色を帯びてい
、
と考え
て
よいが
、
原型
の材
質に
ついて
は
木彫面
の
可能性も否
定
でき
ない。
しかし
、
木彫雄型方式説
を証明する
には
離型剤
の検
出、
具体
的には二三
五号
に残
存する
責褐色
の麦
漆の
分析が前
提
となる
ので
現
状で
は結論は得られな
い。目
下のとこ
ろは
西川説、
すなわち
塑造雄型方式説を追認する
にとどめた
い。
本稿は
昭和六十三年
度目東
学術握
興財団研究助成
「日本
彫刻
の材
質・
技法に
関する再現的研究」
によ
る研
究成果
の
一部
であ
る。
また
法隆寺乾漆伎楽面
の調
査に
つい
ては
東京国立博物館
・
浅井和春氏
のご
高配
をいた
だいた
。
ここ
に記し 謝
意を表す。
註
－中里寿
克
・石川陸郎
「法隆寺献納宝物
伎楽
面の
製作技
法に
つい
て試
考｜
X線透視
による漆
芸一品の
研究」
『ミ
ュlジアム』
二O六
昭和四十三年
2東
京国立
博物館編
『法隆寺献納宝物
伎楽面』
（乾漆製面概説
西川
新次）
昭和五千九年
3前掲
2
（作品解説
奥村秀
雄、
浅井和春）
之
4前
掲2では
表層
の布はほ
ぼ全面にわた
ってい
た可
能性
が強
いと
して
いる
。
隆
5前掲
2で
は布製面
の取
外し
の際
破損
したため
にとら
れた処置ではな
いか
と
崎
見て
いるが
、薄
板を婦
人さ
せることに
よ
り面長を伸
ばした可能
性も
あるの
山
では
ないか
。
、 ＠
6中里寿
克
「乾漆製伎
楽面の
製作
技法｜主
に東
大寺伎
楽面に
ついて
」
『 仏教
芸術』
一O
六
昭和五
十
一年
74
刑掲l
8前
掲でー
は表布
が全面
に及ぶもの
でな
く、 裏打
布を含ん
で二
層
（布着せ
と
して
は地布
一一層
のみ
）
の部
分もあ
ると見て
いる
。
9中堅氏は
二三
五号
、二三六号がと
もに酔
胡従であると
の前提
で複数製
作に
つい
て言
及し、
一方が
型を修正
使用
した
の
では
ないか
と見て
いる。しかし、
前掲
2に
よれば
両面は別種
の商
なのでこ
の考
え方は成立
しな
い。
集英社
昭和五
叩「
北陸
・信
濃・東
海の古
寺」
（『日
本古寺美術全集』
十八
十八
年）
の解
説
（三
宅久雄）
によれば
美江寺乾漆十
一面観音
像は頭体
部の
両側
に原型
の塑土を除去
するため
に
切開された痕跡
がある。
この
切れ目が
一 同 一
像を前
後に
分割するも
のであるとす
れば法
隆寺面
と同種
の例
と
いうことに
なる
であ
ろう。
日前掲3ロ木
型に用い
る離型剤
として
は和紙を水
または
薄い糊
液
（小
麦粉糊、
柿渋、
白笈など
による
）で貼るも
の、
ある
いは実験
で行
な
ったよ
うな砥
粉汁な
ど
が考
えられる。
